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1 

１ 有害性評価（生態） 1 

生態影響に関する有害性評価は、「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評2 

価の技術ガイダンス Ⅲ.生態影響に関する有害性評価 Ver.1.0」（以下で技術ガイダンス3 

という）に従い当該物質の生態影響に関する有害性データを収集し、それらデータの信頼4 

性を確認するとともに、既存の評価書における評価や国内外の規制値の根拠となった有害5 

性評価値を参考としつつ、予測無影響濃度（PNEC 値）に相当する値を導出した。 6 

１，３，５－トリクロロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオンの logPow7 

は 0.94 であり、水域では懸濁物質への吸着や底質への移行等は行われないと考えられる。8 

そのため、底生生物に関する有害性評価を行う物質には該当せず、生態影響に関する有害9 

性評価は水生生物のみ実施した。 10 

１，３，５－トリクロロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオンは、環境11 

中で不安定な物質であり、徐々に水に溶解しながら、速やかに加水分解され、「１，３，12 

５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」と「次亜塩素酸」に変化すると考えられる。13 

また、分解物の一つである「次亜塩素酸」は水溶液中で不安定であり、水中で不均化によ14 

り塩化水素を放出しながら徐々に分解し、既知見通知で示されたイオンのみに環境中で分15 

解する化学物質とされている。そのため、優先評価化学物質通し番号 137 の有害性評価は、16 

主要な分解物である「１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」により行う。17 

なお、参考として、１，３，５－トリクロロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－18 

トリオンの有害性情報も記載した。 19 

 20 

＜優先評価化学物質通し番号 137＞ 21 

〇 １，３，５－トリクロロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン（CAS22 

番号 87-90-1） 23 

※当該物質の有害性情報は、毒性値の信頼性を精査し、基本情報として記載。 24 

 25 

＜PNEC 値算出物質：分解物＞ 26 

〇 １，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン （CAS 番号 108-80-5） 27 

 28 

なお、スクリーニング評価及びリスク評価（一次）評価Ⅰでは、１，３，５－トリクロ29 

ロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオンを用いた魚類ニジマス（Oncorhynchus 30 

mykiss）の９６時間半数致死濃度（LC50）0.08 mg/L を不確実係数積（UFs）10,000 で除し31 

た「0.000008 mg/L（0.008 µg/L）」を PNEC 値として用いていた。 32 

１-１ 生態影響に関する毒性値の概要 33 

(１) 水生生物 34 

水生生物に対する予測無影響濃度（PNECwater）を導出するための毒性値について、専門家35 





 

3 

(１) 水生生物 1 

＜慢性毒性値＞ 2 

生産者（藻類）Skeletonema costatum 生長阻害；３日間 NOEC 100 mg/L 3 

ECHA【1】によれば、１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン CAS：108-80-54 

を用いて、ISO 10253 (Water quality - Marine Algal Growth Inhibition Test with Skeletonema 5 

costatum and Phaeodactylum tricornutum)に準拠し、スケレトネマ属（珪藻）S. costatum の生長6 

阻害試験が、製造元、純度不明の被験物質を用いて実施された。試験は対照区、100 mg/L の7 

限度試験で、予備試験結果より設定され助剤は用いられなかった。被験物質濃度は実測され8 

ているが、方法、結果については記載されていない。試験実施濃度では影響は認められてい9 

ないため、無影響濃度（NOEC）は設定値に基づき 100 mg/L とされた。 10 

 11 

一次消費者（甲殻類）Daphnia magna 繁殖阻害；２１日間 NOEC 32 mg/L 12 

環境省【2】は１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン CAS：108-80-5 を用いて、13 

OECD TG 211（1997）に準拠し、オオミジンコ D. magna の２１日間繁殖試験を、和光純薬工14 

業株式会社製、純度 99.7％の物質の被験物質を用いて半止水式（週３回換水）で実施した。15 

試験は対照区、1.0、3.2、10、32、100 mg/L（公比 3.2）の５濃度区で実施され、助剤は用い16 

られなかった。被験物質濃度は HPLC 法により試験期間中２回、全濃度区、新旧の試験水に17 

ついて測定され、実測濃度は設定濃度の 95.0-103.4％（調製時）、95.0-102.4％（2、3 日後）18 

であった。各影響濃度の算出には設定値が用いられ、累積産仔数に対する無影響濃度（NOEC）19 

は 32 mg/L と算出された。 20 

 21 

＜急性毒性値＞ 22 

二次消費者（魚類）Oryzias latipes 半数致死濃度；４日間 LC50 >100mg/L 23 

環境省【2】は１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン CAS：108-80-5 を用いて、24 

OECD TG 203（1992）に準拠し、メダカ O. latipes の急性毒性試験を、和光純薬工業株式会25 

社製、純度 99.7％の物質を被験物質として用いて半止水式（４８時間換水）で実施した。試26 

験は対照区、6.25、12.5、25、50、100 mg/L（公比 2）の 5 濃度区で実施され、助剤は用いら27 

れなかった。被験物質濃度は HPLC 法により開始時、４８時間後に全濃度区について測定さ28 

れ、実測濃度は設定値の 98.7-103.0％の範囲内であった。全濃度区において死亡が見られな29 

かったため、９６時間 LC50 は >100mg/L（設定濃度）と考えられた。 30 

 31 

＜PNEC の導出＞ 32 

２栄養段階（生産者、一次消費者）に対する慢性毒性値（100 mg/L、32 mg/L）の小さい方33 

の値を種間外挿の UF「5」で除した値（一次消費者 6.4 mg/L）が候補値となる。二次消費者34 

の急性毒性値（>100 mg/L）は確定した値が得られていないため、慢性毒性値から得られた候35 

補値をさらに室内から野外への外挿係数 10 で除し、PNECwater として 0.64 mg/L が得られた。 36 

 37 
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 1 

上記で算出した分解物である「１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」の2 

PNECwater について、国内外の規制値等との比較を行い、その妥当性等を検討した。 3 

 4 

１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオンの主要国での水生生物保全に係る基5 

準値等は、設定されていない。また、対象物質である「１，３，５－トリクロロ－１，３，6 

５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」についても、主要国での水生生物保全に係る基7 

準値等は設定されていない。 8 

なお、「１，３，５－トリクロロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」に9 

対するスクリーニング評価及びリスク評価（一次）評価Ⅰでは、米国環境保護庁が採用して10 

いる魚類ニジマス（Oncorhynchus mykiss）の９６時間半数致死濃度（LC50）0.08 mg/L を不確11 

実係数積（UFs）10,000 で除した「0.000008 mg/L（0.008 µg/L）」を PNEC 値として用いてい12 

たが、原著を入手できていない。 13 

 14 

１-３ 有害性評価に関する不確実性解析 15 

PNEC 値算出対象である分解物の「１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」16 

について、水生生物では、生産者（藻類）と一次消費者（甲殻類）の慢性毒性値、二次消費17 

者（魚類）の急性毒性値が得られている。二次消費者の急性毒性値は確定値ではなく、信頼18 

できる慢性毒性値が得られていない点に基本的な不確実性がある。また、分解物の「１，３，19 

５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」の毒性値は、優先評価化学物質 137「１，３，20 

５－トリクロロ－１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン」の毒性値に比べて大21 

きな値であることから（基本情報参照）、分解物である「１，３，５－トリアジナン－２，４，22 

６－トリオン」の有害性のみを優先評価化学物質 137 の有害性とするには不確実性がある。 23 

 24 

１-４ 結果 25 

有害性評価Ⅱの結果、PNEC 値算出物質の分解物である「１，３，５－トリアジナン－２，26 

４，６－トリオン」の水生生物に係る PNECwater は 0.64 mg/L を採用する。 27 

表１－２ 有害性情報のまとめ（水生生物） 28 

 29 

 30 

 

１，３，５－トリアジナン－
２，４，６－トリオン 

＜分解物＞ 

PNEC 0.64 mg/L 

キースタディの毒性

値 
32 mg/L 

UFs 50 

（キースタディの 

エンドポイント） 

一次消費者（甲殻類）の繁殖影響

に対する無影響濃度（NOEC） 
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87-90-1). 1 
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【5】 US EPA (2004) Robust summaries for trichloro-s-triazinetrione (CAS No. 8 
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87-90-1). 17 
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Chemical Company; Project No. BN-78-377; September 29, 1978. 23 

【7】 US EPA (2004) Robust summaries for trichloro-s-triazinetrione (CAS No. 24 

87-90-1). 25 
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 1 

注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス Ⅲ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性情報2 

を整理した。 3 

略語 4 

［エンドポイント］EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、NOEC（No Observed Effect 5 

Concentration）：無影響濃度 6 

［影響内容］GRO （Growth）：生長（植物）/成長（動物）、IMBL（Immobilization）：遊泳阻害、MORT（Mortality）：死亡、REP（Reproduction）：繁殖、7 

再生産 8 

 9 

出典 10 

【1】 ECHA (2009) Toxicity to aquatic algae and cyanobacteria.002. Key | Experimental result. 11 

<https://echa.europa.eu/registration-dossier/-/registered-dossier/15028/6/2/6/?documentUUID=a06b3ce1-864d-44e3-9cc8-527ff918f23e>（最終確認日：201712 

年 5 月 22 日） 13 

【2】 環境省（1997）：平成 8 年度環境庁化学物質の生態影響試験事業. 14 

【3】 ECHA (2007) Toxicity to aquatic algae and cyanobacteria.001. Key | Experimental result. 15 

<https://echa.europa.eu/registration-dossier/-/registered-dossier/15028/6/2/6/?documentUUID=4900f734-17fb-49a5-9ea2-8d1dd4be4d1f>（最終確認日：16 

2017 年 5 月 22 日） 17 

【4】 US EPA (2004) Robust summaries for trichloro-s-triazinetrione (CAS No. 87-90-1). 18 

<https://ofmpub.epa.gov/oppthpv/document_api.download?FILE=c14659rr-08272004.pdf>（最終確認日：2017 年 5 月 22 日） 19 

原著：Hollister, T.A.; Acute Toxicity of Cyanuric Acid (BN-78-1384330-1) to the Fresh-Water Alga Selenastrum Capriocornutum; Study by EG&G 20 
Bionomics, Marine Research Laboratory, Pensacola, FL 32507 for Monsanto Industrial Chemicals Company; Report No. BP -78-9-137; Study No. H74-500. 21 
September 1978. 22 

【5】 US EPA (2004) Robust summaries for trichloro-s-triazinetrione (CAS No. 87-90-1). 23 
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原著：Forbis, A.D. and Thompson, C.M.; Acute Toxicity of Cyanuric Acid (AB-78-1384330-2b) to Bluegill Sunfish (Lepomis macrochirus); Study 25 
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1978. 27 

【6】 US EPA (2004) Robust summaries for trichloro-s-triazinetrione (CAS No. 87-90-1). 28 

<https://ofmpub.epa.gov/oppthpv/document_api.download?FILE=c14659rr-08272004.pdf>（最終確認日：2017 年 5 月 22 日） 29 
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